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第１章 新市の概況 

 

１．位置と地勢 

新市は、熊本県の北東部、阿蘇地域の中央部に位置しており、熊本県と大分県の県境

を有し、大分県の２市を含めて８つの市町村と隣接しています。 

 市域は、東西約 30㎞、南北 17㎞で、面積は 376.30㎢となります。 

 新市の地形は、阿蘇五岳を中心とする世界最大級のカルデラや広大な草原を有し、比

較的平坦地の多い阿蘇谷と起伏に富み傾斜地の多い阿蘇外輪地域で形成されています。

また、同地域は阿蘇くじゅう国立公園に指定されており、ハナシノブやスズランなど阿

蘇特有の希少な植物が自生するなど、自然資源が大変豊富です。 

 気候は、年平均気温が約 13℃で、年間降水量は約 3,000mm です。四季を通じて比較

的冷涼で多雨な地域であるため、平坦地では稲作を中心とした農業が盛んで、また、山

間地では高冷地野菜づくりが取り組まれています。 
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２．人口と世帯 

 

１）総人口と世帯数 

 平成 27 年国勢調査による一の宮町、阿蘇町、波野村の阿蘇中部３町村（新市）の

人口の合計は、27,018人です。昭和 55年からの推移を見ると、３町村それぞれの人

口は減少傾向にあり、昭和 55年から平成 27年にかけて合計で 6,986人が減少してい

ます。 

 世帯数については、阿蘇中部３町村（新市）の合計は 10,078世帯です。昭和 55年

から平成 27年にかけて 811世帯増加しています。 
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２）年齢別人口 

 年齢別に人口を見ると、平成 27 年における 0～14 歳の年少人口は 3,239 人で全体

の 12.0％です。15～64 歳の生産年齢人口は 14,143 人で全体の 52.3％、65 歳以上の

老年人口は 9,633人で全体の 35.7％です。 

 年齢別人口について平成 7 年と平成 27 年を比較すると、年少人口及び生産年齢人

口の減少と老年人口の増加が顕著で、少子高齢化が進行しています。 

 特に老年人口割合の推移を見ると平成 27年は 35.7％で、昭和 55年から 22.5ポイ

ント増加しており、急激に高齢化が進んでいるといえます。 
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３）就業人口 

 平成 27 年の阿蘇中部３町村（新市）合計の産業別就業人口割合は、第 1 次産業が

17.8％、第 2 次産業が 22.1％、第 3 次産業が 59.8％です。同地域の基幹産業である

第 1 次産業の人口割合は県平均と比較すると高い割合を示していますが、昭和 60 年

からの推移は減少傾向にあります。 

産業別就業人口割合

実数(人) 比率(％) 実数(人) 比率(％) 実数(人) 比率(％) 実数(人) 比率(％)
S60 58,357,232 5,412,193 9.3% 19,334,215 33.1% 33,444,306 57.3% 166,518 0.3%
H2 61,681,642 4,391,281 7.1% 20,548,086 33.3% 36,421,356 59.0% 320,919 0.5%
H7 64,141,544 3,819,849 6.0% 20,247,428 31.6% 39,642,059 61.8% 432,208 0.7%
H12 62,977,960 3,172,509 5.0% 18,571,057 29.5% 40,484,679 64.3% 749,715 1.2%
H17 61,505,973 2,965,791 4.8% 16,065,188 26.1% 41,328,993 67.2% 1,146,001 1.9%
H22 59,611,311 2,381,415 4.0% 14,123,282 23.7% 39,646,316 66.5% 3,460,298 5.8%
H27 58,919,036 2,221,699 3.8% 13,920,834 23.6% 39,614,567 67.2% 3,161,936 5.4%
S60 861,973 183,665 21.3% 204,850 23.8% 472,773 54.8% 685 0.1%
H2 872,301 137,097 15.7% 222,359 25.5% 497,429 57.0% 2,276 0.3%
H7 897,965 127,576 14.2% 228,691 25.5% 539,303 60.1% 2,395 0.3%
H12 886,887 107,480 12.1% 218,013 24.6% 554,938 62.6% 6,456 0.7%
H17 873,871 100,095 11.5% 193,175 22.1% 570,915 65.3% 9,686 1.1%
H22 834,244 85,007 10.2% 171,899 20.6% 555,227 66.6% 22,111 2.7%
H27 834,257 80,001 9.6% 171,591 20.6% 563,243 67.5% 19,422 2.3%
S60 16,732 5,250 31.4% 3,358 20.1% 8,121 48.5% 3 0.02%
H2 16,666 4,436 26.6% 3,604 21.6% 8,619 51.7% 7 0.04%
H7 15,888 3,413 21.5% 3,732 23.5% 8,728 54.9% 15 0.09%
H12 15,313 2,910 19.0% 3,604 23.5% 8,798 57.5% 1 0.01%
H17 14,564 2,738 18.8% 3,067 21.1% 8,749 60.1% 10 0.1%
H22 13,921 2,397 17.2% 3,065 22.0% 8,363 60.1% 96 0.7%
H27 13,516 2,402 17.8% 2,987 22.1% 8,080 59.8% 47 0.3%

　　　　資料：国勢調査

全国

熊本県

阿蘇中部
３町村
（新市）

分類不能
年 総数

第１次産業 第2次産業 第3次産業
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４）観光 

 熊本県観光統計による県内の地域別観光客数の推移を見ると、阿蘇地域は他地域

に比べ観光客数が群を抜いて多い状況にあります。阿蘇地域の中央に位置する阿蘇

中部３町村（新市）では、県内最大の観光地であることを背景に、阿蘇の豊かな自

然や特色ある施設を活用した観光振興を進めていくことが望まれます。

地域別観光客総数の推移
地　　域 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

熊本市 4,292,000 4,670,000 5,718,000 5,482,000 5,327,000 5,468,000 5,229,000 5,441,000 5,566,000 5,607,000 4,600,000 5,018,000
阿蘇地域 18,515,600 18,645,600 17,112,400 17,362,701 17,528,179 17,117,641 16,559,613 17,619,212 15,791,855 15,855,530 9,875,985 11,681,563
天草地域 4,090,200 4,101,000 3,887,400 3,976,307 4,339,926 4,315,806 4,419,856 4,434,376 4,418,647 4,591,801 4,425,912 4,438,637
山鹿・鹿本地域 4,277,100 4,143,200 3,969,300 3,821,889 3,577,901 3,769,228 3,819,932 3,824,000 3,878,672 4,041,902 3,943,839 3,968,708
荒尾・玉名地域 7,323,000 7,332,700 6,483,400 6,503,453 5,999,276 6,054,583 6,620,083 6,764,884 6,550,366 6,571,393 5,601,623 5,599,776
菊池地域 10,373,400 10,450,800 7,568,200 7,981,733 6,719,654 7,206,808 6,780,485 7,021,359 7,050,811 7,198,639 7,010,116 6,899,974
八代地域 2,492,000 2,783,600 3,186,100 3,334,896 3,340,396 3,257,509 3,469,503 3,628,623 3,416,120 3,524,393 3,164,946 3,768,048
人吉・球磨地域 2,816,300 2,690,200 2,839,600 3,120,882 2,947,113 3,248,137 3,431,933 3,266,150 3,118,580 3,175,390 3,051,333 3,339,675
水俣・芦北地域 1,769,000 1,581,000 1,652,900 1,941,478 1,865,300 1,796,392 2,767,449 2,800,221 2,702,407 2,724,944 1,999,027 1,968,833
宇城地域 3,804,300 4,041,300 3,678,300 3,524,728 3,626,029 3,681,102 3,960,205 4,126,175 4,033,601 4,092,282 3,586,480 3,505,129
上益城地域 2,310,500 2,208,000 2,019,900 2,088,562 1,966,789 2,146,591 2,138,060 2,263,335 2,462,007 2,340,371 1,285,577 1,998,644

計 62,063,300 62,647,400 58,115,500 59,138,629 57,237,563 58,061,797 59,196,119 61,189,335 58,989,066 59,723,645 48,544,838 52,186,987
（外国人宿泊客） (297,172) (398,374) (359,839) (201,076) (334,578) (229,368) (302,505) (423,400) (483,891) (643,831) (486,237) (740,876)
※注　（　　）内の外国人客数は内数 　　　　　　　　　資料：熊本県観光統計表
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３．阿蘇中部３町村の紹介 

 

 

１）一の宮町 面積 105.53 km2 

人口 10,054人 世帯数 3,253（平成 12年国勢調査） 

町制施行 昭和 29年４月１日 

 

一の宮町は農業が基幹産業であり、「うまい米づくり」の推進とともに、トマト、

メロン、イチゴなどが生産されています。阿蘇神社には健磐龍命をはじめ１２柱の

神が祭られています。火振り神事や御田植祭りなど「阿蘇の農耕祭事」は現在も行

われ、多くの観光客で賑わいます。 

また仙酔峡や古墳群などを有し、美しい環境や地域資源を活かしたまちづくりに

力を入れ、「明るく」「住みよい」「豊かな」まちづくりを推進しています。 

 

 

２）阿 蘇 町 面積：199.36 km2 

人口：18,667人 世帯数 5,962（平成 12年国勢調査） 

町制施行：昭和 29年４月１日 

 

阿蘇町は米を中心としてトマトやイチゴ、メロンなどを栽培する複合経営を行っ

ています。また雄大な阿蘇の草資源を活用した阿蘇のあか牛の生産など畜産振興を

積極的に進めています。 

阿蘇山を中心とした観光振興に加え、阿蘇の火まつりなどの行事が継承され、地

域の個性を活かし、環境及び資源を重視した、農・観・商一体となったまちづくり

を進めています。 

 

 

３）波 野 村 面積：71.36 km2 

人口：1,736人 世帯数 519（平成 12年国勢調査） 

村制施行：明治 22年４月１日 

 

波野村は、高冷地の自然条件を活かしたキャベツ、大根、トマト等の野菜に赤牛

の生産を併せた複合経営農業と、杉材の生産を主とした林業振興を進めています。 

また、地域活性化の活動拠点施設である神楽苑を中心に、神楽による文化振興や

都市と農村の交流による地域づくりを進めており、農林業と観光振興に力を注いで

います。 


